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小生産者協同組合 「商業資本」の特性
浜 田 英 嗣
On the Characteristics of "Commerical  Capital" 
     of Small Producer's Cooperatives
 Eiji HAMADA
  Until now the essence of the characteristics of cooperatives, looked at from various points 
of view, has been the subject of many disputes. Today, this situation results from the fact 
that the main part of the theorical characterization of cooperatives deals with the term 
"
commercial  capital". The "commercial capital" of cooperatives is understood to be a 
commission form of commercial capital, under the state monopoly capitalism. 
  Upon investigating the background of this theory we found the following deficiencies in 
the methodology of approaches. First, the analysis of agriculture and fisheries commercial 
capital has been proven insufficient, so that the characterization of "commercial capital" 
could not be perfect. Secondly, the logic in the presentation of commercial capital's 
modernization was very little, also, the logic was not sufficient because the presentation of 
the commercial capital modernization has been explained only from the point of view of 
the modernization theory as applied to the urban wholesaler. 
  From this study we drew the following conclusions. Under the state monopoly capitalism, 
the agriculture and fisheries commercial capital has all the modern characteristics of 
commercial capital. We have concluded that the modernization of the commercial capital 
of the buyer at the landing place is realized by the economic development of small producers. 
The conclusions lead to the logic that the "commercial capital" of the cooperatives, 
representing the buyer at the landing place, should be considered as a modern type of 
commercial capital. This study found that the "commercial capital" of cooperatives does not 
consist only of the commision merchant type of commercial capital. Finally it has been 
shown that the "commercial capital" of cooperatives can be viewed as self reliant 
commercial capital.
1は しが き
協同組 合は これ まで,そ の性格規定 をめ ぐって様 々
な角度か ら検討 され ている.協 同組合 を小生産者のそ
れに限定 しても,商 業資本 とす る見解や協同組合資本
とい う特殊 な資本 だ とす る見解,あ るいは経済的弱者
の 「組識体 ・運動体」 を強調す る見解,さ らに独 占資
本主義 とりわけ国家独 占資本主義段階においては委託
売買資本化 して しまうとい う見解 な ど様 々である.が,
本稿の課題 は全体 の協 同組 合論 に焦点 をあてているわ
けではない.そ うではな く,小 生産者 の協 同組合 を商
業資本 とす る見解(商 業資本説)に つ いて批判,検 討
を加 えたものである.
後 に検討 するよ うに,商 業資本説 も細か くみれば多
様な見解 があ るが基 本的 に小生産者協 同組合 を国家独
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態 として,商 業資本の無機能化のパ ターンと,自 立
的商業 資本のパ ターンに類型化 して,そ の実証 を し
なけれ ばな らない.こ の ことか ら,ど の ような条 件
が整 えば組合 が 自立的商業 資本 として運動,展 開 し
うるのか(逆 は逆)が 解明で きる.
⑧ さ らに,自 立 的商 業資本 と して対応 してい る協 同組
合 「商業資本」 は二つの タイプに類型 化 され るであ
ろ う.一 つは協 同組合 とい う枠 を もつ き破 ってい く
タイ プであ り,い わば 「株 式会社」化 の方 向を志 向
す る タイ プであ る.そ れに対 して,い ま一 つは協同
組合 とい う枠内で,そ の制約 にもかかわ らず 自立的
商業資本 と して対応す るタイプで ある.いわば,漁 民
的漁協 「商業資本」 として存立す るタイプであ る.
商業資本,商 業利 潤の可及的圧縮が資 本の側か ら求
め られ る国独資段 階において,協 同組 合が商業活 動
を行 な うとするな らば,経 済的弱者であ る小生 産者
の生産物 を多様 な消費者ニー ズにあわせて きめ細 か
く販売 する漁民的漁協 「商業資 本」 こそ,高 く評価
され なけれ ばな らない.
要 約
協 同組合 の性格規定,本 質 規定は これ まで様 々な角
度か ら試 み られ,そ れ らをめ ぐってその結果様 々な論
争 が くりひろげ られ て きた.今 日主流 をな してい るの
が協 同組合 「商業資 本」 説であ る.
協 同組合 「商業資 本」 は以下の ように理解 され てい
る.す なわち,協 同組合 「商業資 本」 は"委 託売 買資
本=手 数料商 人"で あ り,国 独資の もとでは,こ の形
態 ゆえに社会 的存立を認 め られてい るのであ るとい う
見解 であ る.
この見解 が導 き出 された過 程 を検討 すれば,以 下の
分析視角 が欠落 していた ことが明 らかにな った.一 つ
は農水産物取扱商業資 本の検討 が十分 に されてお らず,
それ ら商業資本 の性格 規定が不満 足の ものにおわ って
いるこ とである.今 一 つは,そ れ ら商業資 本の近 代化
の論理が欠落 している点 であ り,あ るいは され てい る
場合 でも仲継卸売商業資 本の近代化 か らの説 明がなさ
れ ているだけであ り,十 分 なものではない.
これ ら欠落 してい る点 を分 析 した結果,第 一に現段
階 の農 水産 物 取扱 商 業資 本 は近 代的性格 を もった も
のと して規定 できるこ とが明 らか とな った.第 二 に,
収集卸売商業資本の近代化 は小生産者 の経済的発展 に
よって成立す ることも明 らか に した.し たが って,収
集卸売商業資本 を代位す る協同組合 「商業資本」 は近
代的商業資本 として社会的 に存立 しうるとい う論 理が
導かれ る.こ の ことは必 ず しも協 同組合 「商業資 本」
が全 て手数料商人 と して存立 するこ とを意味 しない.
つま り協 同組合 「商業資本」 は自立的商業資本 として
運動 するこ ともあ りうる とい うこ とが理論的 に提起 さ
れ るのである.
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